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はちもり

〇八森雨量観測所 229.0mm

（24時間既往1位：202.0mm）
（7月平年値：172.2mm）

◇八森雨量観測所（秋田県山本郡八峰町） ２４時間雨量 ２２９．０ｍｍ

◇藤里雨量観測所（秋田県山本郡藤里町） ２４時間雨量 ２８９．５ｍｍ

◇能代雨量観測所（秋田県能代市） ２４時間雨量 １８０．５ｍｍ

◇鷹巣雨量観測所（秋田県北秋田市） ２４時間雨量 １８７．５ｍｍ

◇男鹿真山雨量観測所（秋田県男鹿市） ２４時間雨量 １９６．５ｍｍ

◇男鹿雨量観測所（秋田県男鹿市） ２４時間雨量 ２４４．０ｍｍ

◇秋田雨量観測所（秋田県秋田市） ２４時間雨量 １８８．５ｍｍ

◇仁別雨量観測所（秋田県秋田市） ２４時間雨量 ３３２．５ｍｍ

降雨状況 〇８地点で２４時間雨量が観測史上１位を記録し、多いところで３００mmを超過。

［令和5年7月17日時点］

ふじさとまち

はちもり

等雨量線図（７月１５日の２４時間雨量）

はっぽうちょう
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のしろ
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おがしんざん
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にべつ

のしろ

〇能代雨量観測所 180.5mm

（24時間既往1位：142.0mm）
（7月平年値：162.5mm）

おがしんざん

〇男鹿真山雨量観測所 196.5mm

（24時間既往1位：178.0mm）
（7月平年値：178.8mm）

おが

〇男鹿雨量観測所 244.0mm

（24時間既往1位：192.0mm）
（7月平年値：176.2mm）

ふじさと

〇藤里雨量観測所 289.5mm

（24時間既往1位：216.0mm）
（7月平年値：275.6mm）

たかのす

〇鷹巣雨量観測所 187.5mm

（24時間既往1位：182.0mm）
（7月平年値：214.7mm）

にべつ

〇仁別雨量観測所 332.5mm

（24時間既往1位：221.0mm）
（7月平年値：295.5mm）

あきた

〇秋田雨量観測所 188.5mm

（24時間既往1位：156.5mm）
（7月平年値：197.0mm）

雄物川

令和5年7月15日からの梅雨前線による大雨に係る出水の概要
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雄物川

太平川

旭川

・秋田駅

秋田市役所

秋田県庁

岩見川

※国土地理院地図（色別標高図）

秋田県

山形県

岩手県

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 11:00ころ

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 13:00ころ

アンダーパス浸水状
況

至 秋田駅

旭川治水ダム

岩見ダム

ドローン撮影

ドローン撮影

雄物川水系（秋田市内周辺の地形状況）

秋田市の住宅被害は3,631戸（8月3日16：00時点 秋田県災害対策本部資料より）

内訳：全壊2戸、一部破損2戸、床上浸水2,215戸、床下浸水1,412戸。
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TEC-FORCEによる被災状況調査（北上川下流河川事務所）

自然河岸の崩落調査状況

護岸の被災調査状況 護岸の被災調査状況

〇７月２４日（月）～２９日（土）の６日間、秋田県五城目町で
被災状況調査を実施。



水害の激甚化（気候変動の影響による短時間豪雨の発生状況）
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■［短時間豪雨（80m/h以上）の発生状況

■気候変動に伴う降雨量や洪水頻度の変化



吉田川・鳴瀬川の地形特性（標高段彩図）
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標高（単位：ｍ）

落合

宮 城 県

北上川

江合川

鳴瀬川

吉田川

阿武隈川

名取川

鳴瀬川

高
城
川

多田川

旧
北
上
川

鳴瀬川

三本木橋



〇昭和61年8月洪水では、吉田川上流域を中心に豪雨となり、支川吉田川落合地点において計画高水位を
越えると共に、左岸堤防が4箇所で決壊し大崎市鹿島台に甚大な被害が発生。

〇再度災害防止対策のため、激甚災害対策特別緊急事業を採択し、堤防の整備や河道掘削等を実施するとと
もに、現在の「流域治水」の考えを先取りした取組である「水害に強いまちづくりモデル事業」を実施。

昭和61年8月洪水浸水範囲

吉田川

竹林川

善川

吉田川

鳴瀬川

【凡例】

浸水範囲

堤防決壊
※浸水範囲は内外水を含む

吉田川浸水面積：6,050ha
吉田川浸水個数：1,731戸（床上・床下）

鳴瀬川
（三本木地点）

吉田川
（落合地点）

流域平均2日雨量（mm） 254 289

最大流量（m3/s） 約1,610 約1,190

被害状況
床上浸水：13戸
床下浸水：191戸
氾濫面積：2,662ha

堤防決壊：4箇所
床上浸水：1,123戸
床下浸水：608戸
氾濫面積：6,050ha

激甚災害対策特別緊急事業

吉田川

激特区間

激特区間

昭和61年8月洪水を受け、吉田川において、激甚災害対策特別緊急事業を採択。
吉田川中流部において、築堤、河道掘削を実施した。

【凡例】

築堤

堤防決壊

河道掘削

事業期間：昭和61年～平成2年

吉田川

善川

竹林川

鳴瀬川

吉
田
川

冠水は10 日以上に及んだ

水害に強いまちづくりモデル事業

堤防が決壊（下志田地
区）

吉田川

昭和61年8月洪水 ～水害に強いまちづくりモデル事業～
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○令和元年東日本台風の影響により、吉田川の広い範囲で越水・溢水、1箇所で堤防決壊が発生し、浸水面積は約5,538haを記録

○大規模氾濫被害の軽減に向けた治水対策として、河道掘削、引堤（粕川地区）の大規模災害関連事業を進めている。

○令和元年台風を受け、「水害に強いまちづくりモデル事業」の検証と課題整理を行い、国・県・市町など地域が連携し、
『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト』を令和4年3月にとりまとめた。

令和元年東日本台風浸水範
囲

吉田川竹林川

善川

吉田川

鳴瀬川

【凡例】

浸水範囲

堤防決壊

吉田川浸水面積：5,538ha
吉田川浸水個数：678戸（床上・床下）

吉田川

大郷町粕川の堤防決壊状況

味明川

吉
田
川

大郷町付近の浸水状況

吉田川大規模災害関連事業

吉田川

大規模災関区間

令和元年東日本台風を受け、吉田川において、大規模災害関連事業を実施。吉田
川下流～中流部において、河道掘削、善川全川において築堤・河道掘削を実施。

【凡例】

築堤

堤防決壊

河道掘削

事業期間：令和2～令和7年

大規模災関区間

吉田川

善川

竹林川

引堤（粕川地区）

鳴瀬川
（三本木地点）

吉田川
（落合地点）

流域平均2日雨量（mm） 298 331

最大流量（m3/s） 約2,590 約1,930

堤防決壊：1箇所
床上浸水：492戸
床下浸水：186戸
氾濫面積：5,538ha

被害状況 -

令和元年東日本台風
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鳴瀬大橋 鳴瀬大橋

吉
田
川

吉
田
川

河道掘削後
河道掘削前

河道掘削
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〇総雨量（地点最大）：412.0mm（粕川観測所）

〇総雨量（地点最大）：388.0ｍｍ（升沢観測所）

【平成２７年９月 関東・東北豪雨】

【昭和６１年８月洪水】 【令和元年 東日本台風】

【令和４年７月洪水】

過去出水における降雨状況

〇総雨量（地点最大）：412.0mm（青野観測所）

〇総雨量（地点最大）：301.0mm（粕川観測所）

主な洪水 昭和６１年８月洪水
平成２７年９月
関東・東北豪雨

令和元年
東日本台風

令和４年７月洪水

流域平均雨量 ２８９．２ｍｍ ３２４．０mm ３３０．８mm １８４．８mm

（48h）

（48h）

（37h）

（30h）



吉田川・高城川で目指す「流域治水」の姿
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〇 頻発化・激甚化する水害に対して、河川整備に加え、あらゆる関係者で協働して地域を“みず”から守る＝「流域治水」
○ 例えば、想定される外力に対して、床上浸水ゼロ、農地の湛水は○日以内といったわかりやすい目標を共有し、流域治水を
実践

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
河道掘削、遊水地の整備
雨水貯留機能の拡大 等

②被害対象を減少させるための対策
リスクの低いエリアへ誘導/住まい方の工夫
浸水範囲を減らす（二線堤の整備） 等

③被害の軽減早期復旧・復興の対策
氾濫水を早く排除する（排水機能の強化）

マイ・タイムラインの普及促進 等

浸水区域
浸水区域内に集落・
水田・畑地が混在

対策実施前

二線堤

雨水貯留
施設整備

輪中堤

宅地嵩上げ

ため池の
治水利用

対策実施後

排水機場

田んぼダム

田んぼダム

遊水地

浸水区域と
浸水時間を減少

河川への
流入を抑える

家屋浸水を
限りなくゼロへ

河川への
流入を抑える

河川への
流入を抑える

河道掘削

氾濫を防ぐ
・減らす

氾濫を防ぐ
・減らす

浸水範囲を減らす

＜実現に向けた方向性＞ 吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクトより ＜推進の観点＞

＜吉田川で取り組む流域治水のイメージ＞

１．将来起こりえる災害を見据えた対策目標の設定
２．流域視点での合意形成と地域の特性に即した効果的な施策の立案
３．あらゆる対策を迅速かつ確実に実現するための事業方策の具体化
４．あらゆる関係者が協同し、プロジェクトを実現する協議・推進体制の構築

強靱性 ：甚大な被害を回避し、早期復旧・復興を見据えて、事前に備える
持続可能性：将来にわたり、継続して対策に取組、社会や経済を発展させる
包摂性 ：あらゆる主体が協力して対策に取り組む

④「命と生業を守る流域のサポート」



勉強会名称 開催時期 開催箇所 参加者数 主催者

黒川高校同窓会 2022/6/5（日） 大和町吉岡・遠藤旅館 30名程度 黒川高校同窓会

地域をみずから守る協議会 設立準備会 2022/7/6（水） 風のマルシェ 10名程度 地域をみずから守る協議会

桧和田地区家屋浸水対策に関する研修会 2022/7/31（日） 下桧和田生活センター 30名程度 桧和田地区吉田川流域治水促進同盟会

吉田川流域地区国営土地改良事業に係る説明会 2022/9/16（金） 宮城県土地改良会館大会議室 30名程度 吉田川流域国営土地改良事業促進協議会

流域治水の推進について 2022/9/21（水） 鶴田川沿岸土地改良区大会議室 30名程度 鶴田川沿岸土地改良区

大崎市鹿島台地域内水対策連絡協議会 2022/10/29（土） 姥ヶ沢集会場 20名程度 鹿島台地域内内水対策連絡協議会

川の流れに感謝のつどい 2022/11/1（火） 志田谷地防災センター 60名程度 鶴田川沿岸土地改良区

流域治水勉強会 2022/11/16（水） 志田谷地防災センター 40名程度 鶴田川沿岸土地改良区

桧和田地区家屋浸水対策に関する研修会 2022/11/18（金） 下桧和田生活センター 20名程度 桧和田地区吉田川流域治水促進同盟会

吉田川流域治水 勉強会 2022/12/16（金） 吉岡・グランダイニング大坂 20名程度 桧和田地区吉田川流域治水促進同盟会

大崎市職員研修会 2022/12/27(火） 大崎市地域交流センター 40名程度 大崎市

川の流れに感謝のつどい 2023/1/11（水） 志田谷地防災センター 40名程度 鶴田川沿岸土地改良区

北上川下流事務所・鹿島台地域内内水対策連絡協議
会との意見交換会

2023/1/17（火） 鹿島台総合支所２階会議室 20名程度 鹿島台地域内内水対策連絡協議会

吉田川流域治水勉強会 2023/1/27（金） 松島町役場 4名程度 松島町

令和４年度農業農村整備技術研修会 2023/2/2（木） TKPガーデンシティ仙台勾当台 140名程度 宮城県農政部

水害に強いまちづくり講演会 2023/2/15（水） 志田谷地防災センター 50名程度 鹿島台まちづくり協議会

桧和田地区勉強会 2023/2/23（木） 下桧和田生活センター 40名程度 桧和田地区吉田川流域治水促進同盟会

姥ヶ沢流域治水パトロール 2023/3/8（水） 姥ヶ沢集会所 40名程度 鹿島台地域内内水対策連絡協議会

約700名

吉田川・高城川における「流域治水」の取組
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桧和田地区家屋浸水対策に関する研修会（R4.7） 流域治水パトロール（R5.3）

五輪防災調整池

直沢溜池（農業用）

現地での打ち合わせ状況

桧和田地区家屋浸水対策に関する研修会（現場視察）（R4.7）

川の流れに感謝の集い（R5.1）

水害に強いまちづくり講演会（R5.2）



特定都市河川浸水被害対策法等の改正による流域治水の推進
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流域治水の実効性を高める特定都市河川への指定により、概ね20年～30年の間に
実施する取り組みを定める「流域水害対策計画」による雨水貯留浸透施設の整備や、
土地利用のルールづくりなど、流域が一体となった治水対策を進めることにより、浸水
被害軽減に向けた対策の強化を図ります。



～令和４年１１月

特定都市河川指定に係る法定意見聴取開始
［吉田川及びその支川（国土交通大臣）］（令和５年６月１６日完了）
［高城川及びその支川（宮城県知事）］（令和５年６月９日完了）

特定都市河川・流域の指定

流域水害対策計画の策定・実施

今後の予定吉田川・高城川

これまでの度重なる浸水被害を踏まえ、流域治水の推進を図るため、鳴瀬川
流域治水協議会の下部組織として吉田川流域治水部会を設置し、鳴瀬川水系
吉田川及び高城川水系高城川における特定都市河川指定に向けた取り組み
について議論を開始

令和５年５月２６日

令和５年７月１８日

～令和４年８月

流域水害対策協議会の設置

令和４年１１月３０日

吉田川流域治水部会において、吉田川流域及び高城川流域における特定都
市河川指定の事務手続きの調整を進めていくことを、宮城県、大崎市、大郷町、
大和町等の流域関係市町村から同意を得て手続きを開始

【凡例】
：指定を行おうとする河川（国管理：吉田川）
：指定を行おうとする河川（県管理：高城川）
：指定を行おうとする河川の流域（吉田川）
：指定を行おうとする河川の流域（高城川）

大崎市
大衡村

大和町

富谷市

大郷町

松島町

鳴瀬川流域

松島湾

東松島市

南川

身洗川

色麻町

利府町

高城川流域

吉田川流域

仙台市

幡谷サイフォン

高城川流域

市街地

松島町役場

松島湾
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吉田川・高城川特定都市河川指定に向けたスケジュール

特定都市河川指定区間

河川区間：鳴瀬川水系吉田川等の計２６河川
流域面積：約３５０km2

河川区間：高城川水系高城川等の計１０河川
流域面積：約１２０km2

（仙台市の一部、東松島市の一部、大崎市の一部、富谷市の一部、
松島町の一部、利府町の一部、大和町の一部、大郷町の一部、
大衡村の一部、色麻町の一部、）

（大崎市の一部、松島町の一部、利府町の一部、大和町の一部、
大郷町の一部、大衡村の一部）

令和５年８月１０日
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「流域水害対策計画」の策定

特定都市河川・流域の指定

流域水害対策協議会の設立

「流域水害対策計画」の検討

「流域水害対策計画」策定

計画策定検討にあたっては、河川管理者や下水道管理者、関係自治体など、流域
内の関係機関が構成員となり、地域住民等の意見も反映させながら、流域が一体と
なった「流域水害対策計画」を策定することにより、浸水被害軽減に向けた対策の強
化を図ります。



特定都市河川指定による「流域水害対策計画」に基づく施策の実践
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吉田川流域・高城川流域における雨水浸透阻害行為の許可等

16

○宅地等以外の土地で行う一定規模（1,000m2）以上の雨水浸透阻害行為（土地からの流出雨水
量を増加させるおそれのある行為）は対策工事（雨水貯留浸透施設の設置）が必要。

■対象となる行為（雨水浸透阻害行為）の例

田畑や原野を、宅地や舗装された道路、資材置場、駐車場にする場合や、造成済みの土地な
どでも、利用方法の変更により対象となることがあります。

「宅地等」に含まれる土地：宅地、池沼、水路、ため池、道路、鉄道、飛行場
「宅地等以外の土地」：山地、林地、耕地、原野等（注：太陽光発電施設は宅地に該当）

■対策工事の例

１.「宅地等以外の土地」を「宅地等」
にするために行う土地の形質の変更

２.「宅地等以外の土地」への「太
陽光発電施設」の設置

３.ローラー等により土地を締め固
める行為

４.土地の舗装（不透水性の材料で
覆うこと）

耕地 太陽光発電施設宅地

資材置き場
（未舗装）原野

資材置き場
（未舗装）

駐車場

耕地

透水性舗装

雨水を貯留・浸透させる対策が
必要になります

雨水タンク

雨水浸透ます



吉田川・高城川の流域水害対策の方向性
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大崎市

大衡村

大和町

富谷市

大郷町
松島町

鳴瀬川流域

松島湾
利府町

色麻町

仙台市

高城川流域

高城川流域

吉田川流域

・田んぼダムの取組
・ため池の活用検討
・既存排水機場の効果的な運用

東松島市

〇農業分野と連携し、低平地においてもし、内水被害等
へのリスクを下げることが重要

・吉田川・新たな「水害に強いまちづくり」プロジェクトや、
「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究等も踏まえ、
関係機関と連携しながら、流域水害対策を推進していく。

流出抑制

流出抑制

流出抑制

貯留機能の
保全

貯留機能の
保全

貯留機能の
保全

〇流出抑制を取り入れた持続可能な開発を行い、
内水被害等の水害リスクを下げることが重要
〇雨水や洪水を一時的に貯留する機能の保全も
重要

凡 例

直轄管理河川

S61.8浸水実績

県管理河川

H27.9浸水実績

R1.10浸水実績


